
へ

フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ー
ル
に
は
チ
ョ
ー

カ
ー
と
ひ
と
つ
玉
の
イ
ヤ
リ
ン
ー
ク

神戸の銘品･ 名店

ゆ田崎真珠
インタビュア･嘉納純子ライター



蝿一

〃

下
さ
い
ね
」

ス
フ
レ
ィ
さ
れ
て
い
る
、
し
ゃ
れ
た
テ
い
で
す
ね
。
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
場
合
は
、

ザ
ィ
ン
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
木
原
さ
ん
の
汗
の
多
い
夏
は
、
ど
う
し
て
も
変
色
汗
が
し
み
こ
ん
だ
り
で
知
ら
な
い
間
に

ア
イ
デ
ア
。
「
ち
ゃ
ん
と
デ
ザ
イ
ン
室
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
手
入
れ
糸
が
弱
く
な
り
ま
す
。
１
年
に
１
度
は

が
あ
る
の
に
、
こ
う
い
う
事
を
考
え
る
し
だ
い
だ
と
か
。
「
お
使
い
に
な
っ
た
糸
を
お
取
り
か
え
に
な
る
こ
と
で
す
ね
。

の
が
好
き
な
ん
で
す
。
ダ
ン
ス
の
奥
に
後
、
や
わ
ら
か
い
布
で
軽
く
汗
を
ふ
き
大
切
な
パ
ー
ル
で
す
も
の
ね
。
」

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
い
ら
し
て
も
光
沢
を
失
わ
ず
、
変
色
を
防
げ
る
ん

し
ま
い
込
ん
で
あ
る
真
珠
を
お
持
ち
で
と
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
い
つ
ま
で

し
て
み
た
ん
で
す
よ
酉

ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
る
、
し
ゃ
れ
た
デ

夢竜

皇ＬＵ
，華 そ

う
言
え
ば
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
デ
イ

－－

五可凸Ｐ宅

ザ
〒一一＆ 魂= で

” 弓馴 で
す
よ
。
そ
し
て
、
夏
に
限
ら
ず
お
手

原
店
長
と
の
真
珠
の
お
話
。
サ
マ
ー
セ

／メ
ミーｉ
，Ｊ琶堂

リ

た
り
、
と
て
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
昼
さ
が

り
。
真
珠
み
た
い
に
う
っ
と
り
と
、
ま

一､、

『 Ｉ

‐
鐙

一
一

一
》
。

》
『
』 ｒ 癖

Ｉ‘必

７

％

｢ 素敵だわ. ﾉ 私以合うかしら」とネックレスをあててみる取材中の筆者と木原店長（左）

あ
る
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
●
不
調
の
店
・
内
で
、
木

入
れ
は
し
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
よ
る
し

クラシックな木鯛の田崎真珠・サンプラザ店内

み
た
り
、
大
き
な
南
洋
真
珠
に
感
心
し

Ｉ
タ
ー
に
ピ
ン
ク
パ
ー
ル
券
一
合
わ
せ
て

田
崎
真
珠
ノ
サ
ン
プ
ラ
ザ
店

心

（
（
Ｕ
向
ノ
ロ
ご
Ｑ
〕
ｎ
Ｕ
１
ｌ
ｌ
刻
寺
、
〕
Ｑ
〕
属
〕

、

サ
マ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
真
珠
に
は

優
し
い
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を

#



六
月
一
日
ｌ
こ
の
日
、
秘
は
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
に
旅
を
し
ま
し
た
。
白
い

ア
ー
チ
を
く
ぐ
れ
ば
も
う
そ
こ
は
夢
の

国
ｌ
清
ら
か
葱
乙
女
の
夢
が
あ
ふ
れ

る
ば
か
り
に
咲
き
匂
う
花
園
で
す
。

こ
ん
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
体
験
を
し

た
の
は
、
「
ピ
ア
ン
カ
・
ス
ポ
ー
ザ
」
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
ア
ー
ケ
ー
ド
一
階
に
、
神
戸
で
初
め

て
誕
生
し
た
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
と

イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
の
レ
ン
タ
ル
専
門

店
で
す
。
ビ
ア
ン
カ
・
ス
ポ
ー
ザ
と
は

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
が
揃
う

イ
タ
リ
ア
語
で
「
白
い
花
嫁
」
と
か
。

こ
の
お
店
は
婚
礼
衣
裳
の
老
舗
、
つ
る

や
衣
裳
店
さ
ん
が
最
近
の
ナ
ウ
い
お
嫁

さ
ん
達
に
ぴ
っ
た
り
の
お
店
作
り
を
し

た
所
が
心
憎
い
で
す
ね
。
白
を
基
調
と

し
た
お
店
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
オ
ー
ナ

ー
島
田
光
夫
氏
の
好
み
で
全
て
別
注
。

入
口
の
ア
ー
チ
と
統
一
さ
れ
た
グ
リ
ー

ク
調
の
ソ
フ
ァ
。
真
白
い
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
は
繊
細
な
色
合
い
の
美
し
い
ブ
ー

ケ
が
訪
れ
た
私
を
暖
か
く
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
花
は
「
ジ
ム
ジ
ョ
ン
フ

ラ
ワ
ー
」
と
い
っ
て
、
花
の
国
ベ
ル
ギ

ー
の
ク
レ
エ
ノ
ッ
フ
男
爵
夫
人
が
、
生

き
た
お
花
そ
の
侭
の
美
し
さ
を
一
枚
一

枚
丁
寧
に
染
め
上
げ
た
手
作
り
の
お
花

な
の
で
す
。
（
こ
の
花
、
花
嫁
の
ブ
ー
ケ

だ
け
で
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
贈
り
物

に
も
気
が
利
い
て
い
て
ス
テ
キ
だ
な
あ
）

な
ん
て
思
っ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
レ
イ
ダ
ー
マ
ン
の
愛

の
メ
ロ
デ
ィ
が
聞
こ
え
て
来
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
音
の
方
に
目
を
や
る
と

上
品
な
ブ
ル
ー
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
カ
ー

テ
ン
が
開
か
れ
豪
華
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
。
い
か

に
も
若
い
女
性
に
ぴ
っ
た
り
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
．
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
は
、
憧
れ
の
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
創
り
出
す
英
王
室
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ハ
ー
デ
ィ
・
エ
イ
ミ
ス
を
始
め

マ
リ
エ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
プ
ル
ト
ウ

ス
（
仏
）
エ
ン
ゾ
ル
ウ
ソ
（
伊
）
な
ど

二
百
着
以
上
も
の
華
麗
な
作
品
が
揃
っ

て
い
る
の
で
す
。

白
い
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
も
い
い

ｲ ﾝ ﾀピｭ ｱ ･紀平真理くタレント〉

花
嫁
へ
の
夢
が
あ
ふ
れ
る

華
一
麗
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

神戸の銘品・名店

bicIif難畿sｏ
っ､ や膜堂店

二
百
着
の
ハ
イ
セ
ン
ス
な

hｌ



こ
の
日
私
が
着
せ
て
頂

い
た
の
も
、
ハ
ー
デ
ィ
・

エ
イ
ミ
ス
の
シ
ル
ク
オ
ー

ガ
ン
ジ
ー
に
手
刺
繍
を
施

し
た
ベ
ー
ジ
ュ
の
ド
レ
ス
。

マ
ダ
ム
・
シ
マ
ダ
が
選
ん

で
下
さ
い
ま
し
た
。
生
れ

Ｉﾐﾐｰ

'『

ハーディエイミスの超豪華
なドレスでゴキゲン

、
軸
迩
珊
罰
、
、
、
、
Ｌ
恥
吋
、
〜
→
』
空

け
れ
ど
、
白
む
く
や
紅
い
打
掛
け
の
花

嫁
衣
裳
へ
の
憧
れ
も
強
く
、
地
階
に
あ

る
〃
つ
る
や
衣
裳
店
〃
と
大
丸
前
の
本
店

は
き
も
の
部
門
の
花
嫁
衣
裳
店
と
し
て
、

従
来
以
上
に
、
充
実
し
た
品
揃
え
と
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
選
べ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
若
々

し
い
セ
ン
ス
が
、
花
嫁
衣
裳
に
も
、
こ

の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
も
光
っ
て
い
ま
す
。

bＬ－

詞‘
』

て
初
め
て
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
に
手

を
通
し
た
私
は
、
も
う
幸
福
１
１
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
の
王
女
様
に
で
も
な
っ
た

様
な
ル
ン
ル
ン
気
分
。
花
嫁
さ
ん
の
気

持
ち
っ
て
き
っ
と
こ
ん
な
も
の
な
の
か

﹇
阻
圃
団
目
睡
随
同
阿
間
庵
岡
隣
目
叫
、
制
剰
製
制
ミ
ベ
さ
亀
賢
一
買
笥
員
、
、
喝
§
、
烏
」

９

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
二
百
着
に
も
上
る

こ
れ
ら
の
衣
裳
は
、
一
生
に
一
度
の
事

だ
か
ら
と
や
は
り
高
級
品
に
人
気
が
集

ま
る
よ
う
で
す
。
こ
の
日
も
、
彼
と
一

緒
に
来
た
お
嬢
さ
ん
が
、
あ
あ
で
も
な

い
、
こ
う
で
も
な
い
と
五
〜
六
着
試
着

を
な
さ
っ
て
、
結
局
彼
の
好
み
の
上
品

な
フ
ラ
ン
ス
レ
ー
ス
の
ド
レ
ス
を
選
ん

で
帰
ら
れ
ま
し
た
。
今
、
一
番
人
気
の

あ
る
ド
レ
ス
は
、
あ
の
レ
デ
ィ
ダ
イ
ア

ナ
が
着
た
く
ｌ
ジ
ュ
に
ト
レ
ー
ン
の
長

い
ド
レ
ス
、
お
色
直
し
で
は
、
ゴ
ー
ル

ド
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

レ
ン
タ
ル
料
は
、
三
万
円
〜
二
十
万
円

位
と
い
う
手
頃
さ
。
晴
れ
の
日
の
衣
裳

を
彼
と
二
人
で
選
ぶ
な
ん
て
、
と
て
も

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
ス
テ
キ
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
日
本
の
ビ
ア
ン
カ
・
ス
ポ
ー

ザ
ー
「
白
い
花
嫁
」
が
、
い
よ
い
よ
多

く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
ご
婚
礼
衣
裳
大
展
示
会

七
月
三
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
借
楽
の
間

つ
る
や
衣
裳
店
／
大
丸
前
念
３
２
１
１
０
３
６

０
㈹
●
ビ
ア
ン
カ
・
ス
ポ
ー
ザ
／
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
－
Ｆ
（
パ
レ
ビ
ア
ン
カ
）
盃
３
０
２

１
３
３
７
８
●
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
Ｂ
１

Ｆ
竃
３
０
２
１
１
０
５
１

｢ ジムジョンフラワーは贈り物にもいいですよ｣ と島田敬子店長( 右) 。
紀平真理さんもひと目で気に入りました。

'

婚
礼
衣
裳
は

彼
の
お
見
立
て
が

番



『

、

鍵鍵
『

〃f‘
P群』P群』

必酉『

テルミドール伊勢エビのマヨネーズサラダ
伊勢エビの活造り中納言焼

ノ

『

日
曜
朝
、
時
放
送
の
サ
ン
Ｔ
Ｖ
「
神

戸
ニ
ュ
ー
ア
ン
グ
ル
」
も
、
も
う
５
年

以
上
、
味
覚
と
ス
タ
ミ
ナ
を
求
め
て
今

日
は
中
納
言
へ
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
。

え
び
料
理
は
大
好
き
で
す
が
、
身
が

全
部
と
れ
な
く
て
、
い
つ
も
悔
し
い
思

い
ば
か
り
。
積
年
の
恨
み
を
ぶ
つ
け
ま

す
と
、
し
っ
ぽ
か
ら
は
ず
し
て
い
け
ば

い
い
と
の
こ
と
。
案
外
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

卵
で
す
ね
。
ま
た
ひ
げ
の
部
分
の
身
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
ん
で
す
っ
て
。

え
い
つ
ノ
．
と
ば
か
り
力
を
入
れ
て
、
ひ

げ
を
折
り
、
が
ぶ
り
と
か
み
つ
き
ま
し

た
。
中
華
風
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
風
あ
り

和
食
風
あ
り
。
「
高
級
イ
メ
ー
ジ
の
伊
勢

エ
ビ
で
す
が
、
う
ち
は
大
衆
的
で
す
と

の
言
葉
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
大
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
私
で
し
た
。八

馬
加
代
子

〈
レ
ポ
ー
タ
ー
〉

頭
か
ら
ガ
甑
プ
リ

し
っ
ぽ
か
ら
ス
ル
ス
ル

国
元
町
東
店
／
中
央
区
北
長
狭
通
三
ノ
三
一
ノ

八
九
壷
３
９
２
１
１
６
８
５

、

神
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
店
／
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
一
‐
・
｝
一
・
．
；
・
・
一
念
３
３
１
‐
７
９
１
８

ｕ
・
卯
Ａ
Ｍ
〜
ｍ
・
叩
Ｐ
Ｍ
〈
才
，
‘
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
９
Ｐ
Ｍ
〉

中
納
一
一
一

I匡Ｉ

回
伊
勢
海
老
料
理



、

正

鯛
鋤

輩､
＝

神
戸
精
養
軒

神
戸
市
瀧
区
上
野
通
七
’
四
’
一
八
壷
（
０
７
８
）
８
７
１
１
４
４
８
８

，
・
加
川
１
ｍ
．
、
肌
（
オ
ー
ダ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
９
肌
）
水
曜
休

一
色
フ
ラ
ン
ス
料
理

クマ
途上一

潮 舜
勝
Ｉ
Ｉ

「

室竺

屡戸屡戸

》
一『』

鍾愛夢弓筈響 二一二V△

8国武

戸

≦
『E野ｆ

社
長
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
こ
の
店
に
は

会
長
確
か
に
す
す
め
が
い
が
あ
る
ん

す
。
本
当
に
紹
介
し
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。

（
写
真
／
前
中
央
・
吉
田
資
会
長
同
左
．

ち
ょ
う
ど
満
腹
感
。
こ
れ
が
い
い
ん
で

会
長
量
が
少
し
ず
つ
で
、
最
後
に
は

嫌
い
な
ん
だ
が
、
こ
ち
ら
の
だ
け
は
食

社
長
う
ち
の
子
供
は
エ
ス
カ
ル
ゴ
が

夫
人
女
性
は
食
べ
る
こ
と
が
好
き
な

ら
、
二
十
種
は
最
適
で
す
ね
。

う
え
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
思
い
ま
す
か

お楽しみ持選小皿料理2 0 種
４，５００円（I 人前）

ご注文は２人から、要予約
ノ、

本
日
は
吉
田
建
設
株
式
会
社
の
吉
田

責
会
長
、
吉
田
良
祐
社
長
、
智
栄
子
夫

人
が
お
店
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

る
で
し
よ
。
肩
が
凝
ら
な
い
で
西
洋
料

理
が
食
べ
ら
れ
る
ん
だ
か
ら
（
笑
）

く
る
ん
で
す
よ
…
。

し
て
い
た
と
き
も
み
ん
な
で
来
ま
し
た
。

よ
く
来
て
い
ま
す
ね
。
家
族
や
親
戚
、

お
茶
の
友
だ
ち
、
以
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

で
す
よ
ね
。
二
十
種
は
箸
で
食
べ
ら
れ

本
当
に
紹
介
し
甲
斐
の

あ
る
料
理
な
ん
で
す
。

同
左
・
井
上
康
司
シ
ェ
フ
）

人
後
右
・
押
田
反
一
神
戸
梢
養
軒
社
長

吉
田
良
祐
社
長
同
右
・
智
栄
子
社
長
夫
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田

、
宝
石
・
貴
金
属

毎通

､､灘
区
篠
原
本
町
店
ａ
８
８
１
ｌ
６
６
１
８

灘
区
山
田
町
ヌ
ー
ベ
ル
六
甲
店
云
８
２
２
‐
Ｏ
１
５
０

お
洋
服
か
ら
洋
家
具
ま
で
。
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
あ
り

灘
区
篠
原
本
町
店
ａ
８
８
１
ｌ
６
６
１
８

灘
区
山
田
町
ヌ
ー
ベ
ル
六
甲
店
云
８
２
２
‐
Ｏ
１
５
０

お
洋
服
か
ら
洋
家
具
ま
で
。
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
あ
り

、 ワ、

灘
区
篠
原
中
町
１
ｉ
２
Ｉ
４
公
８
８
１
‐
６
０
０
０

原
産
地
か
ら
直
輸
入
し
加
工
、
販
売
を
す
る
店
へ

雌
高
の
飴
を
ど
こ
よ
り
も
安
く
あ
な
た
に
。

灘
区
篠
原
中
町
１
ｉ
２
Ｉ
４
公
８
８
１
‐
６
０
０
０

原
産
地
か
ら
直
輸
入
し
加
工
、
販
売
を
す
る
店
へ

雌
高
の
飴
を
ど
こ
よ
り
も
安
く
あ
な
た
に
。

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
＆
》
ブ
テ
ィ
ッ
ク

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
＆
》
ブ
テ
ィ
ッ
ク

ブ
ッ
ペ

一

可

も

一

可

も

６６ 石
・
貴
金
属

ⅧⅧ

繊三唇争

篇■

区』
Ｒ

酉Ｉ

霊繍調ｒ

三

毎通田

＝ー＝ー

_Ｚ

ＯＳ剛ｉＷｒ○
六甲は．…

_Ｚ

"‘ｼ，
' 1 1 に近く、海に近く、風に近い街夏の装い
に街がメタモルフォーゼするとき、人は光と
影に兄えかくれする心と自然が出会う街

聖

灘
区
弓
木
町
４
‐
３
‐
浬
垂
８
２
２
１
２
２
３
７

夏
に
ま
ぶ
し
い
ミ
セ
ス
の
装
い
。
よ
り
か
わ
い
く
、

よ
り
美
し
く
あ
参
な
た
を
演
出
し
ま
す
。

、
ブ
テ
ィ
ッ
ク

、
ブ
テ
ィ
ッ
ク

雪雲室妻雲 画一

灘
区
弓
木
町
４
‐
３
‐
浬
垂
８
２
２
１
２
２
３
７

夏
に
ま
ぶ
し
い
ミ
セ
ス
の
装
い
。
よ
り
か
わ
い
く
、

よ
り
美
し
く
あ
参
な
た
を
演
出
し
ま
す
。

阪
急
六
甲
駅
南
口
（
八
幡
神
社
西
通
）
壷
８
６
１
，
５
５
８
５

優
雅
な
午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
そ
し
て
ク
ー
ル
な

黄
昏
の
ラ
ウ
ン
ジ
タ
イ
ム
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

阪
急
六
甲
駅
南
口
（
八
幡
神
社
西
通
）
壷
８
６
１
，
５
５
８
５

優
雅
な
午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
そ
し
て
ク
ー
ル
な

黄
昏
の
ラ
ウ
ン
ジ
タ
イ
ム
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

サ
ロ
ン
・
ド
・
カ
フ
エ

サ
ロ
ン
・
ド
・
カ
フ
エ

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ

画一諸富

由

”

諦
貝
省

|“Ｉ



（『『ＥＮ『ＩｏｊＶ
執蚤悪ＩＴＯＷＮＯＫＡﾙIＯｒＯ

心
界

旧
栄
光
ビ
ル
－
Ｆ
（
本
山
市
場
前
） 豚

本
店
・
東
灘
区
国
鉄
本
山
駅
ス
グ
北
・
阪
急
岡
本
駅
南
Ⅷ
Ｍ

念
４
４
１
１
２
８
４
１
（
月
曜
定
休
）

支
店
・
国
鉄
芦
屋
駅
モ
ン
テ
メ
ー
ル
ー
Ｆ
パ
フ
ィ
オ
ェ
ニ
ラ
ク

壷
（
０
７
９
７
）
３
２
１
０
２
８
４

本
店
・
東
灘
区
国
鉄
本
山
駅
ス
グ
北
・
阪
急
岡
本
駅
南
Ⅷ
Ｍ

念
４
４
１
１
２
８
４
１
（
月
曜
定
休
）

支
店
・
国
鉄
芦
屋
駅
モ
ン
テ
メ
ー
ル
ー
Ｆ
パ
フ
ィ
オ
ェ
ニ
ラ
ク

壷
（
０
７
９
７
）
３
２
１
０
２
８
４

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
お
店

冠
４
３
１
１
３
１
３
５

店
’
内
い
つ
ぱ
い
に
カ
ラ
フ
ル
な
ダ
ン
ス
・
バ
レ
エ
用

品
が
並
ん
で
い
ま
す
。
隣
の
お
稽
古
場
で
は
毎
日
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
も
し
て
い
ま
す
。

東
灘
区
本
山
北
町
３
丁
目
３
１
Ｍ
パ
テ
ィ
オ
岡
本
２
Ｆ

‐ す
ぺ
い
す
Ｋ
＆
Ⅲ

界
へ
・
日
本
全
国
へ
花
を
お
届
け
す
る

へ
・
日
本
全
国
へ
花
を
お
届
け
す
る

－

弓室

■■

議鰹
書
籍
・
雑
誌

書
籍
・
雑
誌

１１鍵

蕉
粛
君

本
店
・
東
灘
区
国
鉄
本
山
駅
ス
グ
北
・
阪
急
岡
本
駅
南
Ⅷ
Ｍ

念
４
４
１
１
２
８
４
１
（
月
曜
定
休
）

支
店
・
国
鉄
芦
屋
駅
モ
ン
テ
メ
ー
ル
ー
Ｆ
パ
フ
ィ
オ
ェ
ニ
ラ
ク

盃
（
０
７
９
７
）
３
２
１
０
２
８
４

花
の
散
雅
一
み
ち
の
あ
る
ギ
フ
ト
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ

東
灘
区
本
山
北
町
３
丁
目
５
１
旧
栄
光
ビ
ル
－
Ｆ
（
本
山
市
場
計

晶巽 東
灘
区
岡
本
１
丁
目
３
・
国
鉄
本
山
駅
北

ａ
４
５
１
Ｉ
５
７
０
０

６
月
に
装
い
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
真
玲
川
な

壁
と
ワ
イ
ン
色
の
本
棚
が
と
て
も
マ
ッ
チ
し
た
明
る

東
灘
区
岡
本
１
丁
目
３
・
国
鉄
本
山
駅
北

ａ
４
５
１
Ｉ
５
７
０
０

６
月
に
装
い
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
真
玲
川
な

壁
と
ワ
イ
ン
色
の
本
棚
が
と
て
も
マ
ッ
チ
し
た
明
る

謡もロ
鴬麗ｉ

鐸

iilI1lIIi
日
本
料
理
・
石
焼
き
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

冠
４
４
１
１
３
５
４
４

じ
坤
川
の
ご
案
内
・
開
店
三
周
年
記
念
特
別
御
献
立

搾
海
の
幸
・
里
の
幸
“
￥
６
０
０
０
（
予
約
制
）

人
名
椀
冷
し
鉢
・
冷
し
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
他

東
灘
区
本
山
北
町
３
丁
目
５
‐

い
お
店
で
す
。

い
お
店
で
す
。
甲
南
省

珊想

ｰ

I 司

一

楽
園



午後のプロムナード
個性を競うシックなショップ､ レストラン
ティールーム、ブティック……
フレッシュな魅力あふれる新しい神戸の顔

〆

東
灘
区
岡
本
１
丁
目
６
１
岨
有
本
ビ
ル
２
Ｆ
ａ
４
５
１
Ｉ
５
５
２
２

正
午
〜
９
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）
年
中
無
休

「
パ
リ
祭
特
別
メ
ニ
ュ
ー
」
％
〜
％
日

「
お
菓
子
に
目
の
な
い
貴
女
達
の
集
い
」
雄
〜
脇
日

デ
ザ
ー
ト
菓
子
￥
１
０
０
０
で
食
べ
放
題
２
苅
肌
〜

上里ｋ

ダ
イ
エ
ー
岡
本
店
前
オ
ギ
タ
ビ
ル
ー
Ｆ
狂
４
５
２
‐
５
５
５
６

色
鮮
や
か
な
サ
マ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
店
内
に
い
っ

ぱ
い
で
す
。
か
わ
い
く
て
、
女
ら
し
い
あ
な
た
に
は

渋
Ⅲ
淳
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ぴ
っ
た
り
。
よ
り
す
ぐ
っ
た

神
戸
感
覚
が
揃
い
ま
し
た
。

毛

響
善宇皇

仏
蘭
西
料
理
と
お
菓
子
の
お
店

率
ブ
テ
ィ
ッ
ク

サ
ン
・
ク
ロ
ア

ア
リ
・
フ
ラ
ン
セ

塵埜

』

現

鱗

心
か
よ
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン

岡本は……

岡
本
店
・
東
灘
区
岡
本
１
丁
目
６
１
吃
公
４
５
２
１
５
５
８
８

西
宮
北
口
店
・
西
宮
市
甲
風
園
１
丁
目
８
１
１

壷
（
０
７
９
８
）
６
４
１
５
５
６
７

祝
る
機
能
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
接
点
、
そ
れ
が
メ
ガ

ネ
で
す
。

､糊： ,雲､糊：

懸
端
蕊
晶
糾
黒
鵡
耐
可
補
連
し
た
ス

ペ
ー
ス
で
落
符
い
て
買
い
物
が
で
き
ま
す
。
※
７
月

３
日
よ
り
２
Ｆ
で
痩
身
美
容
サ
ロ
ン
を
始
め
ま
し
た
。

８
Ⅱ
皿
日
に
は
六
甲
店
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

穂！

チ
ャ
ー
ム

夏
を
演
出
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ラ
ス

唾ジ

一

レ
チ
ナ
メ
ガ
ネ

眉＝シ



磯 フロンヴィル･ レディス･ クラブでは、ただいま会員を募集してい
ます。ご入会の方には会貝カードを発行し、数々の催し物や各種
セミナーにご招待します。また、会員でつくる情報紙ｒフロンヴ
ィルニユース」へ投稿もできます。ご応葬は、全員# 蝶の資料請
求券を蕊諜に貼付し住所( 〒) ・氏名・年齢･ 職業・危話需号を明
記のうえお叩込みください｡ おりかえし､ 入会案内をお送りします。

夙J l l モデルハウス
内覧会申込券Ｋ

階ドヘの術哩音を防止するために、２階床の
2 8 ﾘ ｶ , 榊造合板の上に、さらに3 4 ’hのホーマソー
トをプラス。１階の天井典にはl O O m i l 厚のグラ
スウールを蚊込んでいます。

安心柵造４×８工法

F

､ ﾌ ﾛ ﾝゥｲ ﾙ ｺ ｰボﾚ ｲ ｼ ﾖ懇I⑪O u l 5 ( 6 5 1 ) 0 3 1 1㈹●ﾌ ﾛ ﾝゥｨ ﾙバｼ ﾌ ｨ ｯ ｸ ｺ ｰボﾚ ｲ ｼ ｮ ﾝ神孟S E A T r L E ( 2髄) 6 2 3 - 8 7 5 4 - 5●ﾌ ﾛ ﾝグｨ ﾙ ﾎ ｰ ﾑズ東京伸公0 3 ( 5 8 6 ) 1 0 4 1㈹●ﾌ ﾛ ﾝグｨ ﾙ ﾎ ｰ ﾑズ損浜綜酋0 4 5 ( 6 6 1 )、l碇
〒２３１欄抵市中区日牢大通り１８マースクピノ蛤ＦＬ叩U r l 日, d R 2 m U n I q n S t S o U t M E W 皿8 1 0 1 Ｕ･ S A T E L E X 1 鯉7 3 6 F R O l W J L I - E S E A 帝1 0 6 甑恵屈狸区N T 布古2 . 3 . 5 ﾉ ｱ ﾋ ﾙ 4 F 手西1 噛空市中区日本大通りJ 1 且マースクピル9 F

屯

案内申しあげます。

FR O N V I L L E L A D Y S C L U B
資j 料請求券Ｋ

も窓は乾燥杢気封入の二亜ガラスを使川。こ
の省エネ設計により家の遮音も万全で、室内
の湿度もベストに調盤されています。

蕊FRONVⅢHOM肥
フロンヴ} ルホーム』ズ大阪㈱

F R O N V I l l F H O M E
資料請求券Ｋ

駅C W W Z L L E M D Y S C L 肥
会員募薬のお知らせ

〒5 4 1 大阪市東区本町４Ｔｐ２８－ｌ近鉄本町ピル２ＦＴｂｌＯ６( 2 5 1 ) 6 6 4 . 1 1 代

日L , リシハヒニー
コ戸テ４

〒6 6 3 西宮市樋之池町7 稀地
A B C ハウジング夙川住宅公削内

’1ｔ10798(7.,6644
予約専用電謡0 6 - 2 5 1 - 0 ? ６つ

夙川ﾓﾃﾂﾙ‘ﾊｳｽ

ｉ;､i鰯,蝋内覧会ご案内
I f U I | モデルハウスはｒ約班挨システム
となっています｡ ゆったりと糊! ；いた湾
I F るまでご覧ねがうことを劉肌として
一般公側はいたしておりません。内覧
会ご希蝋の方は、内壁会１１１込券を葉i I I：
'二貼付し、（l折(〒)･氏蒋･年齢･職業・
芯話稀号．ご希望の兄･ 糊1 時を1 W 記の
うえお申込みください｡ おりかえしご

鍵
盤

忌毎ご=毒垂二行i声



い

＝ ｰ 二Ｆ ｰ ＝ - ＝＝弓込。

美しい緑に囲まれた閑静な邸宅街に飯島さんのお住まいが完成しました。
獅也5 0 0 坪、延べ床而秋1 0 0 坪以上という大邸宅です｡ 棚を造らず、電線
を地ドに埋め、建物を左右対称にした外観重視の設計が向慢とか。
一方、内部も犬ｿ | 言を２，７０c m に、バスとキッチンを１Ｆと２Ｆに１つず
つ造るなど､ いかにも手造りの家らしく設計されています。
また特別の断熱材を使用して冷暖房効果を抜群に高めるなど、フロンヴ
イルの安心柵造にご満足の様f て. す。そして飯島さんがフロンヴイルホ
ームに決められた最大の理由は、以前から生活を楽しむ工夫のf Ⅱ来る家
を作りたかったからということでした。緑に囲まれた小高い丘の上に建

供のころ夢みた家な すよ〃

兎雲琴－－－

蕊

外観の美しさを生かすために電線を地下に埋め込んだ飯島邸

汀
琶、

午

蕊騨 爾

っている白い飯島邸。フロンヴイルホームだけが持つ重厚な風格が、輝
やいています。‘‐f 供の頃の夢をそのまま形にしたかった小と飯島さんは
その出湘I j l & えに至極ご満足のようです。

一
一

一
兄

司蛋

１

発

望ロ匠莫r ﾜ 顎F 関う患T 悪_ ~ きＹ１

:蕊

司〆

【，
lｔ

里②

【，



ボー ﾄ ﾗ ｲ ﾅ ｰ 市民広場駅下車西閤

可ア 職し感じる｛i熟､づくりのｺﾐｭﾆﾃｨ

●出展各社旭化成ヘーペルハウス･ ｲ ﾜ ﾀ ﾆ ﾊ ｳ ｽ ･ 神戸ﾄ ﾖ ペット･ 国土ビーコン

ダイケンホーム･ 大和団地･ 大和ハウス･ ナショナル住宅･ 野村不動産･ ﾐ サワホーム

＃
己
”
□

Ａ
更
烏
汽

主催／神戸市共催, ‘神戸新聞社

小堀住研ﾊ ｳ ｽ 5 5 ･ ナショナルﾊ ｳ ｽ 5 5 . パン･ ｱ ボー ド( ｲ ﾝ ﾌ ｫ ﾒ ｰ ｼ ｮ ﾝ ）

一

小堀住研･ 姉産偉宅･ 住友林案住宅･ セキスイハイム･ セキスイハウス･ 大成パルコン

‘＝ - 解建 E 同孝一

、 ノ

神戸市中央区潅島中町6 丁目西0 7 8 ( 3 0 2 ) 6 5 9 2 閲喝時間午前1 0 時～午後6 時

専用大駐車壇完備(三宮から車で6分）

i霊=霞籍罪１
総合１



型
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会

主
催
の
皿
世
紀
ひ
ょ
う
ご
セ
ミ

ナ
ー
「
情
報
時
代
を
拓
く
神
戸

沖
空
港
」
の
講
師
と
し
て
、
こ

の
ほ
ど
来
神
し
た
作
家
・
経
済

評
論
家
の
内
橋
克
人
氏
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
日
本
の
経

済
問
題
を
見
て
い
る
だ
け
に
虹

世
紀
を
見
通
し
た
神
戸
空
港
の

建
設
を
Ｉ
と
提
言
し
て
参
会
者

に
感
銘
を
与
え
て
い
た
。

「
虹
世
紀
は
情
報
を
創
造
す

る
時
代
で
、
制
度
、
思
考
が
普

遍
的
で
ど
こ
で
も
通
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
わ
れ

》
》
鍔
》
》
母
》
》
》
》
》
帝

を
常
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

神
戸
沖
空
港
も
日
本
の
先
行
指

標
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

慎
重
に
取
り
入
れ
解
決
し
て
行

く
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

☆
こ
の
秋
へ
イ
タ
ー
展
神
戸
で

パ
リ
に
住
む
現
代
美
術
の
、

松
谷
武
判
、
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
テ
ン

夫
妻
が
、
５
月
に
帰
日
。
松
谷

氏
は
、
５
月
卯
日
’
６
月
ｎ
日

迄
、
大
阪
府
立
現
代
美
術
セ
ン

タ
ー
で
〃
Ⅷ
１
稲
年
間
の
仕

事
″
と
題
し
た
個
展
開
催
の
た

め
、
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
テ
ン
夫
人

も
、
大
阪
み
や
ざ
き
画
廊
で
５

月
鋤
日
か
ら
の
手
づ
く
り
の

〃
本
展
″
に
作
品
を
出
品
中
。

神
戸
に
も
立
寄
っ
た
夫
妻
は
、

★
あ
る
ス
イ
ス
菓
子
の
物
語

大
丸
梅
田
の
オ
ー
プ
ン
を
機

会
に
モ
ロ
ゾ
フ
は
ス
イ
ス
菓
子

「
ラ
ン
ド
ル
ト
」
を
発
表
し
た
。

こ
の
発
表
に
あ
た
っ
て
モ
ロ

ゾ
フ
製
菓
の
松
宮
隆
男
専
務
は

「
ス
イ
ス
の
風
物
の
中
の
素
朴

な
味
を
探
し
て
３
年
、
ラ
ン
ド

ル
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
巡
り
あ
い

ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
湖
畔
の

ス
テ
ー
フ
ァ
と
い
う
小
さ
な
町

の
ラ
ン
ド
ル
ト
の
家
に
遊
び
に

行
き
ま
し
た
。
主
人
の
カ
ー
ル

ョ
灘
》
蕊

イ
ス
タ
ー
の
家
柄
で
す
。
庭
に

植
え
ら
れ
て
い
る
果
実
を
素
材

に
素
晴
ら
し
い
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
、
と

思
い
ま
し
た
。
い
ま
ご
子
息
の

ア
ン
ド
レ
ア
ス
に
き
て
い
た
だ

い
て
『
ラ
ン
ド
ル
ト
』
を
つ
く

っ
て
貰
っ
て
い
ま
す
」
と
味
探

し
の
不
思
議
物
語
り
を
一
席
。

☆
神
戸
沖
空
港
建
設
に

内
橋
克
人
の
提
言

松谷武判夫妻
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あ
り
、
ど
れ
を
持
っ
て
行
こ
う

か
と
困
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
な

お
こ
の
写
真
展
、
８
月
４
日
１

ｍ
日
ま
で
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
で

引
き
続
き
開
催
さ
れ
る
。

☆
夢
の
実
現

滝
え
り
子
初
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

「
夏
の
終
り
（
８
月
予
定
）

に
、
歌
手
生
活
鵡
周
年
を
記
念

し
て
、
私
の
夢
の
実
現
で
、
念

願
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
３
，
０

０
０
円
１
０
０
０
枚
限
定
）
を

自
費
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
う
け
る
た
め
で
な

く
、
ど
こ
に
も
売
っ
て
い
な
い

Ｌ
Ｐ
を
私
自
身
の
た
め
に
吹
き

こ
み
ま
し
た
」
と
、
日
頃
は
北

野
町
の
弟
さ
ん
の
店
〃
ア
ル
バ

ト
ロ
ス
″
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
活

動
を
続
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ジ

ャ
ズ
歌
手
滝
え
り
子
さ
ん
が
、

５
月
型
、
記
日
に
、
ス
イ
ン
グ

ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク

（
甲
甲
克
彦
ア
レ
ン
ジ
）
に
吹

き
込
ん
だ
。
聖
マ
リ
ア
女
学
院

鶴
鐘
》

ひ
た
す
ら
古
き
良
き
時
代
の
ジ

ャ
ズ
を
唄
う
数
少
な
い
女
性
歌

手
で
、
今
度
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
の
た
め
＋
川
路
代
さ
ん
に
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
直
し
た
。
Ｌ
Ｐ

の
タ
イ
ト
ル
は
ミ
ヨ
芦
菩
衿

の
目
、
冒
巨
昌
国
の
鼻
ご
中

年
熟
年
向
。

特
に
昨
秋
、
師
に
あ
た
る
版
画

家
の
Ｗ
・
ヘ
イ
タ
ー
氏
の
来
日

と
個
展
が
、
お
流
れ
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
「
ぜ
ひ
今
年
は
、

神
戸
へ
高
齢
の
ヘ
イ
タ
ー
氏
の

初
来
日
を
あ
お
ぎ
、
ヘ
イ
タ
ー

展
を
秋
に
企
画
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
元
町
画
廊
の
佐
藤

さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
、
美
術
館
ま
た
は
サ
ン
ち
か

タ
ウ
ン
で
と
企
画
中
で
す
」

と
。
ぜ
ひ
共
実
現
し
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

☆
小
林
政
夫
さ
ん
、
東
京
で

「
神
戸
」
の
写
真
展
を
開
く

神
戸
風
景
を
ひ
と
筋
に
撮
り

つ
づ
け
て
来
た
三
友
光
房
（
代

表
取
締
役
）
の
小
林
政
夫
さ
ん

が
７
月
９
日
Ｉ
翠
日
ま
で
２
週

間
、
東
京
・
新
宿
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
三
井
ビ
ル
－

Ｆ
）
で
神
戸
風
景
の
写
真
展
を

開
く
こ
と
に
な
り
、
準
備
に
大

わ
ら
わ
。
神
戸
港
や
北
野
町
界

隈
、
須
磨
、
舞
子
、
六
甲
山
、

§
難

カ
ラ
ー
に
ま
と
め
展
示
す
る
予

定
だ
が
、
永
年
撮
り
続
け
て
来

た
だ
け
に
１
枚
１
枚
に
愛
着
が


